　　市内小規模事業者等の皆様へ
コロナ関連融資の取扱期限の延長及び特別利子補給制度の終了について

※令和４年10月1日以降、３点の変更がございます。
1 コロナ関連融資（低利融資）の取扱いは令和５年３月末まで延長となります。
2 特別利子補給制度（当初３年間の実質無利子化措置）が終了します。
3 借換を希望する事業者様に対しては、利子補給金の一部返還義務が生じる可能
性がございます。

1 コロナ関連融資の取扱期限の延長
	貸付制度名
	改正後
	改正前

	新型コロナウイルス感染症
特別貸付（コロナ特貸）
	融資の取扱期限
令和５年３月末（※）
	融資の取扱期限
令和４年９月末

	新型コロナウイルス対策
マル経（コロナマル経）
	
	


（※）低利の融資制度（当初３年間の貸付利率▲0.9％）が延長となります。

2 特別利子補給制度（当初３年間の実質無利子化）の終了
	貸付制度名
	１０月以降
	９月末まで

	新型コロナウイルス感染症
特別貸付（コロナ特貸）
	―
（利子補給なし）（※）
	コロナ関連融資の貸付に対し、当初３年間分の利子相当額を一括で助成
当初３年間の実質無利子化）

	新型コロナウイルス対策
マル経（コロナマル経）
	
	



【参考】１０月以降にコロナマル経融資を利用した場合の貸付利率（イメージ）
	貸付制度名
	１０月以降の貸付利率（※）
	９月末まで

	コロナマル経
	当初３年間
	0.31％（1.21－0.9）
【利子補給なし】
	当初３年間
	0.31％（1.21－0.9）
【利子補給あり】

	
	４年目以降
	1.21％
	４年目以降
	1.21％


　（※）令和４年９月３０日時点の金利（1.21％）を元に算出

3 利子補給制度終了後（10月以降）借換を希望される方へ
特別利子補給制度の終了後（10月以降）に、利子補給対象のコロナ関連融資の既往貸付を借換する等、利子補給対象の融資残高が消滅すると当該貸付に対する利子補給は終了となります。
そのため、既往貸付で一括受給した利子補給金の一部を、中小企業基盤整備機構あてに、返還する必要が生じる場合があります。

返還が必要な場合は、中小機構から具体的な手続き等に関する案内がありますので、案内に沿ってご対応をお願いいたします。
